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　農地に施用 した化学肥 料が 地下水 を通 して 環境 に負の 影響を及ぼ し て い るの は事実で ある ．

作物栽培に は 17 の 必 須元素が必要で あ るが，通 常で は化学肥 料 と して N ， P ，
　 K が セ ッ トで

使用 され て い る．水稲栽培 におい て 3 大肥料成分 は極め て 重要 な位置 にあ り ， こ れ ら の 欠乏

は重大な問題 を 引き起 こ す．し か し，農業生 産 に お い て 環境 に 負荷 を与 え る よ うな栽培体系

が あ っ た 場合 に は再検討する こ とが 重要で ある．地下水汚染 に結び つ く施 肥管理 を改善 し ，

作物 栽 培上 の 肥 料の 利用 効率を上 昇 させ る技術や 製品 開発の 重要性 は ，こ の 範疇に属す る も

の で あ る．本研 究で は，三 要素試験 区にお ける コ シ ヒ カ リの 根 系生 育お よび 収量 に つ い て 検

討 した．

（材 料お よび方法）： 実験 は富山県農 業技術セ ン タ
ー内 の 水稲三 要素試験 区圃揚 （No．211） に

お い て 2002 年 に実施 した．供試品種は コ シ ヒ カ リで ある，移植 は 5 月 8 日 に実施 し栽植密度

は 22．7 株／  で ある．施肥 管理 は前報 （橋本 ら，2002 ）の 通 りで ある．出穂期に コ アサ ン プ ル

法 を用 い て株 間 の 根系 を採取 した．根系の 生理 活性 を示す指標 とし て 出穂期 に 出液速度 を調

査 し ， 根系か らの Rb 吸収量 の 測定 も実施 した ．40mg −Rblml を含む 0．4％ の 寒天 ゲル 10ml を，

注射器 を用 い て株間 5cm 下 または株 直下 20cm に ス ポ ッ ト注入 し （4 箇所1株），5 日後に調査

用株 を採取 して 乾燥サ ン プル とした．茎葉部 の Rb 含有量 は原子吸 光法に よ り定量 し た ．

（結果お よび考察）： 出穂 期 にお け る根重 の 土壌階層分布を第 1 表 に示 した，表層〜10cm お

よび総根重に試 験区 間有意差が認 め られ ， 無肥 料区 の 根 重が有意に 多か っ た ．し か し，無 N

区 ，無 P 区，無 K 区お よび 三 要素区 の 間に は有意な試験区間差が認 め られなか っ た．出穂期

に お ける 出液速度 を第 2 表に示 した 。 1 株 ・時 間あた り の 出液速度 ， 地 上部 単位 乾重 ・時間

あた り の 出液速度に有意な試験 区間差が認 め られ，無 N 区が無 K 区よ り有意に 大 きな値 を示

し た，出穂期にお ける Rb 吸収 量を第 3 表 に示 した，株間 5cm 下お よび株直下 20cm にお い

て ，無肥料区お よび無 K 区の Rb 吸収量が有意に大きか っ た ．無 N 区 の Rb 吸収量は い ずれ に

お い て も有意に小 さ い値 を示 した。無 P 区 ， 無 K 区お よび三 要素区との 問で も Rb 吸収量に

有意差が 認 め られ，三 要素区の Rb 吸収量が無 K 区よ り有意に低か っ た ．収量お よ び収量構成

要素を第 4 表に示 したが ， 10a あ た りの 収 量 に試験 区間の 有意差が認め られ，当然なが ら無肥

料区お よび無 N 区 の 収 量は低か っ た ．三 要素区，無 K 区お よび無 P 区の 収量 はそれ ぞれ 601kg
，

514kg ， 586kg110a 示 し，三 要素 区 と無 K 区との 間で 有意差が認め られ たが ， 無 P 区 と三 要 素

区 との 間 に有意な差は認 め られなか っ た ．こ の 結果は ， 2001 年 の 結果 （橋本 ら，2002 ） と 同

じ で あ っ た ．環境保全 お よび 施肥 コ ス トの 削減 を視野 に入 れ た 持続的水稲栽培 を考慮 し た場

合 ，リ ン を含 ん だ複合肥 料を そ の まま施用 する慣行施肥 体系に つ い て 検討す る必 要が あ る と

考 え られ た ．
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第 1表 出穂期 におけ る根重 の土壌階 層分 布

試験区 ON10cm

　（mg ）

10 〜20cm

　 （mg ）

20 〜30cm

　 （mg ）

30 〜40cm

　 （mg ）

総 根重

　（mg ）

無肥料 区

無窒素 区

無 リン 区

無カ リ区

三 要素区

237 ，77　土 　5．19　　　141 ，83 　±　15．7 　　　31 ．27　士　29，5
149 ．43　±　22 ．59　　　79．60 　± 　25、94 　　　6．50　±　9，02
174 ，87　士 　32 ．31　　125 ，87　± 　7．66　　　33 ，90 　±　32 ，17
167 ．10 　士 　34 ．23 　　　8t 、00 　± 　16，18　　46 ，90 　±　4t ，23
127 ，63　±　8，97　　　　79，70　士　12．05　　15．43 　±　18，34

0．2 土 　0　　 　 410 ．93 　± 　13，00
0．7　± 　0 　　　　235 ．77　土 　46 ．81
7．4 　± 　3．93 　　339 ．57　土 　42 ．78
0．3 　：ヒ　0　　　 295 ．10　士 　50 ．89
0．6　土 　0　　　　222 ．97 　± 　19 ．55

LSD ｛p＝O．05｝　92 ．01　t 64 ．23ns 26 ，84ns ns 146 ．06t
平均値± 標準誤差　 （n ＝3）
喪
；5％ 水 準で 有意差 あ り，　 卩S ：有意差 な し．

第2表 　出穂 期にお ける出液速度 の 試験区 間変異

調査 日 ：2002 年日月4 日

試験 区

無肥料区

無窒素 区

無リン 区

無カ リ区

三 要 素区

出液 速度1株 ・1h 　　出液 速度1茎 ・1h　　出液 速度1地上 部単位乾重 lg｝・lh
　　　（9）　　　　　　　 （9）　　　　　　　　　　 （9）
5．92 　± 　1，27
7，29　土 　1．54
6．51　± 　1．01
3．38　土 　0，59
7．43 　ま　1．10

0．43 　± 　0．09
0．53 　±　0 ，12
0．39　士　O ．07
0．19　± 　0．03
0，45　土 　D．08

0，22 　土 　0．04
0，34　士 　0．07
0．23　士 　0．04
0，13　士 　0．02
0．25 　土 　0，07

LSD ｛p＝O．05｝　　3．78　
t 0，27 窟

0，17t
平均値 土標 準誤 差　 （n ＝5 ＞
t

：5％ 水準で 有意差あり，　 ns ：有 意差なし．

第3表 　根系 か らのRb吸収量

調賣日 ： 2002 年8月4 日

株間5cm 下 株 直下20cm

試験 区

Rb吸収量〆株 　　 Rb吸収量！地 上部単 位乾重

　　｛mg ）　　　　　　　 （μ glg）

無肥料 区

無窒素 区

無 リン 区

無カ リ区

三 要素区

25 ．45 　士　4、54
3，99 　土　0．32

15 ．84 　±　1．77
29．29 　士 　1，90
9．09 　±　1．50

1630 ．14　土 　151 ，14
170．77　± 　24．25
465 ．61　± 　40 ．68

1142 ．59 　ゴ：　133 ．11
325 ．OO　士　66 ．32

Rb吸収量1株　　 Rb吸収 量！地上部単位乾重

　　｛mg ）　　　　　　　 （μ 9〆9｝

29 ．09 　±　3．48
9．83 　土 　1．01

22 ，80 　士 　2，44
36 ．15　：ヒ　0．72
17．79　± 　1．46

1637 ．3　± 285 ．55
373 ．39　士 4B ，11
793 ．2t　±　73 ．14

1421 ．91　± 　↑2．78
565 ．3ア　± 36．72

LSD ｛p＝ O．05）　9，40 禽 374 ，95 ’ 8．D5　t 519 ．79t
平均 値±標 準誤 差　 （n ＝3）
t
：5％ 水準で 有意 差あ り．　 ns ：有 意差な し．

第4表　収 量お よび収量構成要 素　〔2002 ）

R熔主入 ：8 月4 日、採取 ： 8 月9 日

試験 区 精玄 米重

｛kg〆tOa ｝

穂数

｛本！「n ）

着粒数

（柆ノ穂） （100 粒1  ）

登 塾歩 合

　 （％ ｝

千粒重

　 （9｝

無肥料 区

無窒 累区

無 リン 区

無カ リ区

三要素 区

344 ．0 　±　12 ，0　262 ．0　士　12

370 ．0　±　29 ．7　296 ．5　士 　20

586 ．0 ± 　14 ．9 　399 ．5 ±　20

513 ．5 土　2．8 　 467 ．5 ±　8．1
601 ．5 士　6．0 　 421 ．0 土 　31

68．2　± 　2，7　　178 ．0　± 　1，4
66．9 　土 　1．2　 198 ．5 　土 　17

69．9　土 　0．9　
’
279 ．0　±　9．9

56，2　士 　0．5 　 263 ．O　±　2．1
64，1　土 　3．1　　268．D　土　7．1

82 、4　士　t．9
79．0　土 　O．7
83．5　土　1，0
80．8　士　0．9
88．6　±　1．1

23．4 　土　0，1
23，6　±　0，1
25．3　士　0．0
24．2　±　0．4
25．4　±　0．1

LSD 〔p＝0．05｝　 82．6 禽 102．Ot 10，1t 47 ，7t 6，2t 0．9 禽

平均値 ±標 準麒 差　 （n ＝ 2）
．

：5％ 水準で 有意 差あ り．　 ns ；有意差な し．
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